
(3) 第9期まえばしスマイルプラン構成・事業項目について

章 節
１　計画策定の背景と目的
２　計画の位置づけ及び庁内連携
３　計画期間と策定後の進捗管理
４　計画策定の経緯

１　高齢者人口・世帯等の状況 １）高齢者人口・高齢化率の推移
２）認知症高齢者の状況
３）高齢世帯の状況

２　要介護等認定者等の状況 １）要介護等認定者数の推移
２）事業対象者数の推移
３）新規認定者の状況
４）要介護等認定の更新状況
５）地域比較から見る前橋市の状況

３　介護保険サービスの利用状況 １）介護保険サービス利用者数等の推移
２）介護給付費の推移
　（介護給付費の推移、第１号被保険者１人あたり給付月額）
３）地域比較から見る前橋市の状況
（１）在宅サービス
（２）施設・居住系サービス

４　高齢者向けの住まいの状況 １）施設サービスの状況
２）居住系サービスの状況
３）その他の高齢者向け住まいの状況

５　日常生活圏域の設定 １）日常生活圏域の設定
２）地域ブロックごとの特徴

１）目標Ⅰ　地域における連携強化
２）目標Ⅱ　高齢者を支える生活支援体制の構築
３）目標Ⅲ　介護予防・健康づくりの推進
４）目標Ⅳ　認知症高齢者支援の充実
５）目標Ⅴ　サービスの充実と暮らしの基盤の整備
６）目標Ⅵ　安定した介護保険制度の運営

第４章　基本理念と施策目標 １　基本理念 １）生きがいのある生活を送るための施策の充実
２）いきいきとした生活を送るための健康づくりの推進
３）住み慣れた地域や家庭で安心して暮らせる生活支援体制の確立
４）利用者のサービス選択の自由と権利擁護のための仕組みづくり

２　施策目標 目標Ⅰ　地域の連携強化と生活支援体制の構築
目標Ⅱ　介護予防・健康づくりの推進
目標Ⅲ　認知症高齢者支援の充実
目標Ⅳ　サービスの充実と暮らしの基盤の整備
目標Ⅴ　安定した介護保険制度の運営

１　目標Ⅰ　地域の連携強化と生活支援体制の構築 １）地域における相談・見守り体制の充実、連携強化
　（１）地域包括支援センターの機能強化
　（２）地域ケア会議による多職種や地域との連携推進
　（３）民生委員・児童委員による相談・見守り体制の充実

２）医療と介護の連携強化
　（１）在宅医療・介護連携支援体制の充実
　（２）認知症に関する取組の強化
　（３）看取りに関する取組の強化

３）利用者のサービス選択の自由と権利擁護の仕組みづくり
　（１）情報提供・相談機能の強化
　（２）成年後見制度の利用促進
　（３）高齢者虐待への対応

４）地域の多様な主体による支え合いづくりの推進
　（１）生活支援体制整備の推進

５）災害や感染症対策に係る体制整備
　（１）地震・台風等への対応
　（２）感染症対策に係る体制整備

６）ともに生きるまちづくり
  （１）ひとにやさしいまちづくりの推進
　　　　（路線バス、マイタク、交通安全推進、ＮＰＯ・ボランティア）

　（２）地域共生社会の実現に向けた取組の推進

１）介護予防の推進

　（１）介護予防・生活支援サービス事業
　（２）一般介護予防事業

２）いきがい活動・社会参加の促進
　（１）有償ポイント
　（２）人が集う居場所づくり(はつらつカフェ等)
　（３）老人クラブ活動の推進
　（４）老人福祉センターの充実
　（５）シルバー人材センターの充実
　（６）学習活動・地域活動支援の充実
　（７）軽スポーツの推進と生涯スポーツの普及・振興

３）高齢者の健康づくり
　（１）「健康まえばし２１」の推進
　（２）健康づくり組織活動の支援
　（３）予防接種事業の推進
　（４）介護予防と保健事業の連携

第１章　策定にあたって

第２章　前橋市の現状と
　　　　日常生活圏域の設定

第３章　第８期まえばしスマ
　　　　イルプランの評価

第５章　施策目標に向けた
　　　　具体的な取組

２　目標Ⅱ　介護予防・健康づくりの推進
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３　目標Ⅲ　認知症高齢者支援の充実 １）認知症との共生
　（１）認知症ケアパスの活用
　（２）認知症高齢者等見守りネットワークの整備
　　　　(SOSネットワーク体制、GPS端末貸出、認知症地域支援推進員、認知症サポーター)

　（３）認知症カフェの推進
　（４）認知症本人ミーティングの開催

２）認知症の予防

　（１）認知症初期集中支援チーム体制の充実
　（２）発症予防と重症化予防に効果的なサービスの提供

４　目標Ⅳ　サービスの充実と暮らしの基盤の整備 １）介護保険対象外の在宅サービスの確保
　（１）日常生活での支援サービス
　（２）見守り・安否確認サービス
　（３）高齢者向けの住まい
　（４）介護者への支援サービス

２）介護保険サービスの確保
　（１）介護予防サービス（介護予防、地域密着型介護予防、その他のサービス)

　（２）介護サービス(居宅、地域密着型、施設、その他のサービス)

　（３）リハビリテーション提供体制の確保
　（４）介護保険施設等の整備
　（５）地域密着型サービスの整備

３）介護人材の確保・育成及び介護現場における業務の効率化
　（１）多様な担い手の育成
 　　　（入門的研修、A従事者養成研修、介護魅力発信事業）

　（２）介護現場における業務の効率化
　　　　（文書量削減、ロボット・ICT活用補助制度の促進）

１）介護給付の適正化（介護給付適正化計画）
　（１）要介護認定の適正化
　（２）ケアプラン等の点検
　（３）縦覧点検・医療情報との突合
　（４）適正化事業のフィードバック

２）介護保険制度の円滑な運営
　（１）制度の広報・啓発
　（２）サービスの質の向上に向けた取組
　（３）低所得者等への対応

１）被保険者数の推計
２）要介護等認定者数等の推計
３）介護保険サービス利用者数の推計

２　サービス種類ごとの見込み １）居宅サービス
２）地域密着型サービス
３）施設サービス
４）地域支援事業

３　介護保険事業費の見込み １）保険給付費の見込み
２）地域支援事業費の見込み
３）介護給付費全体の見込み
４）介護保険事業に係る財源構成

４　介護保険料の設定 １）第１号被保険者の介護保険料
２）公費による保険料負担の軽減
３）第２号被保険者の介護保険料

〔付属資料〕
１）五十音順　２）介護保険のサービス一覧　３）総合事業のサービス一覧

２ 各圏域別データ
・策定に当たり実施したアンケート結果
３ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
４ 在宅介護実態調査
５,６ 介護保険事業計画策定に係る事業所アンケート調査
７ ひとり暮らし高齢者調査
・前橋市社会福祉審議会条例
・前橋市社会福祉審議会条例施行規則
・前橋市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会名簿

【参考】各個別事業に対する評価方法

１ 用語集

１　被保険者数、要介護等認定者数及び
　　介護保険サービス利用者数の推計

５　目標Ⅴ　安定した介護保険制度の運営

第６章　介護保険事業の
　　　　見込みと保険料

Check

Action

Plan

Do
 STEP１
各事業の担当者が第8期計画の事業
評価に基づき、「事業の概要」「課題」
「今後の方針」「数値目標」を作成。
※目標設定にあたり、単なる見込みでは
なく事業を行うことによって得られる効果
を意識した内容を検討する。

STEP２

各事業ごとの検討内容

を基に計画書を作成。

STEP３

第9期期間中、半期ご

とに事業評価や計画

の見直しを行う。


